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vol.47
33,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村・中島村

vol.17
64,940部
25日発行

草津市・守山市

vol.166
54,960部
25日発行

大津市北部

草津・守山版

大津北版

vol.11
60,000部

第4木曜日発行
名古屋市中川区
（南部）・港区

vol.11
61,800部

第4木曜日発行
名古屋市中村区
・中川区（北部）

南版

北版

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

毎月ご掲載いただいて

いる地元の老舗寿司

店。写真を差し替えて

からレスポンスがじわ

じわと増加し、日に2、

3枚程だったクーポン

バックが、直近では1.5

～2倍になる日もある

と、お喜びの声をいた

だいています。

県内に5店舗を展開す

るスイーツ店。夏のキャ

ンペーンで、ケーキやプ

リン、ギフト商品のお得

感を訴求した結果、昨

年比1.25倍の売上を記

録しました。「広告を見

たよ」と常連客からの

声も多く届き、認知拡

大につながりました。

vol.253
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道 先月より1,000部増

vol.138
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.114
40,000部
20日発行

大崎市

vol.137
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
世帯到達率

50％以上
県内

総発行部数

586,670部
県内発行
媒体数

6誌

宮城県

vol.150
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.131
53,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.246
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.217
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.243
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

11,909,933
※情報は2026年8月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を2026年7月1日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い9月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください
※上記部数には設置・季刊誌媒体を含みません
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178,150部
第4または第5
金曜日発行

vol.135
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

県内
総発行部数

250,330部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.159
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.202
62,000部
25日発行

日立市

vol.154
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

昨年比1.25倍の
売上に貢献した
スイーツ店成功例

目をひく写真への
変更で、反響数が
最大2倍に増加

県内
世帯到達率

50％以上
県内

総発行部数

216,550部
県内発行
媒体数

2誌

山形県

134,550部
第4または第5
金曜日発行

寒河江市・西村山郡河北町・西
村山郡西川町・西村山郡大江町
・西村山郡朝日町・東村山郡中
山町・山形市・上山市・東村山郡
山辺町・村山市・天童市・東根市
・尾花沢市・北村山郡大石田町

vol.1881
山形

県内
総発行部数

91,500部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.125
58,500部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

vol.126

82,000部
20日発行

【東南おきたま版】
60,000部

【東南おきたま版】
米沢市・南陽市
高畠町・川西町

【西おきたま版】
22,000部

【西おきたま版】
長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

静岡市駿河区

vol.136

vol.133
72,500部

第3または第4土曜日

vol.171
28,300部
最終土曜日発行

富士宮市富士宮版

75,400部
第3または第4土曜日

静岡市葵区

駿河区版

vol.98

清水区版

49,900部
20日発行

藤枝市

vol.105
61,800部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

愛知県
県内

総発行部数

1,686,070部
県内発行
媒体数

25誌

vol.26
100,000部
最終金曜日発行

83,200部
第4木曜日発行

68,200部
第4木曜日発行

豊橋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.119

vol.170
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.129

葵区版

県内
総発行部数

118,400部
県内発行
媒体数

1誌

秋田県

vol.206
118,400部

1日発行
秋田市

県内
総発行部数

120,000部
県内発行
媒体数

1誌

岩手県

vol.590~591

120,000部盛岡市・滝沢市（一
部）・矢巾町（一部）・
紫波町（一部）

vol.418
83,100部
25日発行

宮崎市

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

47,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

47,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部vol.224

県内
総発行部数

475,500部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.366
55,700部

月末発行
沼津市

vol.404
65,700部

月末発行
富士市

vol.318
66,200部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

県内
総発行部数

579,930部
県内発行
媒体数

3誌

神奈川県

306,720部
第3または第4金曜日発行

横浜市磯子区・港北区・神奈
川区・中区・西区・南区・港南
区・旭区・保土ケ谷区・鶴見区vol.1880

横浜中央版

63,000部
20日発行vol.131

上越市・妙高市

112,500部
28日発行vol.12

新潟市中央区・西区
・東区

102,000部
第2・4土曜日発行vol.513～514

長岡市・見附市・
小千谷市

県内
総発行部数

397,000部
県内発行
媒体数

5誌

新潟県 先月より200部増

64,000部
25日発行vol.149

三条市・燕市
加茂市・弥彦村

55,500部
30日発行vol.101

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

34,000部
20日発行vol.157

韮崎市・北杜市

vol.214
36,610部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.240

44,600部
25日発行

vol.268
44,970部
25日発行

多治見市

vol.375

75,620部
25日発行

【かに版】
44,550部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,070部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.238
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.114
24,990部
25日発行

羽島市

vol.234
47,000部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

vol.265
59,800部
20日発行

各務原市

vol.281

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

81,000部
25日発行

vol.213
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

741,392部
県内

世帯到達率

88.7％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.366
54,500部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.417

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

33,928部
25日発行vol.219

敦賀市・美浜町

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

33,500部
月末発行vol.11

魚津市・黒部市・
滑川市

県内
総発行部数

33,500部
県内発行
媒体数

1誌

富山県

82,000部
第4月曜日発行vol.268

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

38,000部
25日発行vol.169

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

154,000部
県内発行
媒体数

3誌

山梨県

vol.208

196,065部
20日発行

【北部版】
76,070部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
119,995部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

甲府・甲斐
中央・昭和版

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.123
52,000部
25日発行

小山市

vol.151
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.151
60,000部
25日発行

前橋市

vol.346
120,000部

25日発行
高崎市

vol.106
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

343,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.114
50,000部
25日発行

太田市

vol.672
174,915部

第2または第3金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯能
市・川越市・ふじみ野市三芳
町・富士見市・日高市・三芳町

県内
総発行部数

1,031,615部
県内発行
媒体数

8誌

埼玉県

vol.138
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.129
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.72
44,000部
20日発行

深谷市

vol.138
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

vol.1878
99,820部

第1または第2金曜日発行
足立区東京北東版

vol.1879

297,920部
第2または第3
金曜日発行

新座市・志木市・朝霞
市・和光市・戸田市・川
口市・蕨市・さいたま
市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南版

vol.1878
157,690部
第1または第2金曜日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1878
186,690部
第1または第2金曜日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市

埼玉東版

都内
総発行部数

99,820部
都内発行
媒体数

1誌

東京都

県内
世帯到達率

50％以上
県内

総発行部数

1,697,483部
県内発行
媒体数

39誌

千葉県

埼玉中央版

vol.1881
171,090部
第4または第5金曜日発行

富谷市・仙台市泉区・仙台市
青葉区・仙台市宮城野区・仙
台市若林区・黒川郡大和町

vol.1881

仙台市宮城野区、仙
台市若林区、仙台市
太白区、塩竈市、名取
市、岩沼市、多賀城市
、宮城郡七ヶ浜町、宮
城郡利府町

仙台南版

仙台北版

埼玉西版

vol.482～484
42,330部
毎週金曜日発行

守谷市・つくばみら
い市・取手市取手・守谷版

vol.2321～2323
42,870部
毎週金曜日発行

佐倉市佐倉西版

vol.2321～2323
62,530部
毎週金曜日発行

八千代市東葉版

vol.2321～2323
43,380部
毎週金曜日発行

千葉市花見川区
八千代市・習志野市
　

八千代台版

vol.2321～2323
40,325部
毎週金曜日発行

習志野市・船橋市
千葉市花見川区　習志野版

vol.2321～2323
46,205部
毎週金曜日発行

船橋市船橋東版

vol.2321～2323
40,415部

毎週金曜日発行
船橋市津田沼版

vol.2321～2323
38,330部
毎週金曜日発行

習志野市習志野西版

vol.2321～2323
37,505部

毎週金曜日発行
千葉市花見川区
美浜区幕張版

vol.1436～1438
47,500部

毎週金曜日発行
印西市・白井市
船橋市千葉ＮＴ版

vol.1436～1438
41,975部

毎週金曜日発行
成田市・栄町
富里市成田版

vol.1436～1438
22,410部

毎週金曜日発行
佐倉市・酒々井町佐倉東・酒々井版

vol.1436～1438
20,170部

毎週金曜日発行
八街市・富里市
成田市富里・八街版

vol.1318～1320
32,690部
毎週金曜日発行

船橋市船橋北版

vol.1318～1320
40,155部

毎週金曜日発行
鎌ヶ谷市・白井市鎌ヶ谷版

vol.1202～1204
46,670部
毎週金曜日発行

船橋市船橋南版

vol.1202～1204
47,010部

毎週金曜日発行
船橋市・市川市船橋中央版

vol.1202～1204
53,675部
毎週金曜日発行

市川市・松戸市八幡版

vol.175
名古屋市守山区

vol.169
名古屋市緑区

vol.1194～1196
40,850部
毎週金曜日発行

市川市市川版

vol.1202～1204
55,550部
毎週金曜日発行

市川市・船橋市船橋西版

vol.1307～1309
45,957部

毎週金曜日発行
千葉市美浜区美浜版

vol.1307～1309
29,650部
毎週金曜日発行

千葉市花見川区
稲毛区千葉北版

vol.1307～1309
43,655部
毎週金曜日発行

千葉市若葉区
四街道市若葉版

vol.1307～1309
36,074部

毎週金曜日発行
千葉市稲毛区
若葉区・四街道市四街道版

vol.1307～1309
47,188部

毎週金曜日発行
千葉中央区・稲毛区
若葉区千葉中央版

vol.1307～1309
42,080部
毎週金曜日発行

千葉市稲毛区稲毛版

vol.1307～1309
33,126部

毎週金曜日発行
千葉市中央区蘇我版

vol.1307～1309
56,267部
毎週金曜日発行

千葉市中央区・緑区
市原市千葉南版

vol.1209～1211
58,241部

毎週金曜日発行
市原市市原版

vol.1209～1211
37,120部

毎週金曜日発行
袖ヶ浦市・木更津市木更津・袖ヶ浦版

vol.1194～1196
62,510部

毎週金曜日発行
松戸市松戸駅周辺版

vol.1188～1190
65,335部
毎週金曜日発行

松戸市・柏市
鎌ヶ谷市八柱・五香版

vol.1188～1190
63,455部
毎週金曜日発行

松戸市新松戸・北小金版

vol.1042～1044
48,185部

毎週金曜日発行
流山市流山版

vol.1067～1069
39,075部
毎週金曜日発行

柏市柏中央版

vol.1067～1069
36,020部
毎週金曜日発行

柏市柏南版

vol.1067～1069
39,945部
毎週金曜日発行

柏市・我孫子市柏北版

vol.1067～1069
37,155部

毎週金曜日発行
柏市・流山市柏西版

vol.1088～1090
39,330部
毎週金曜日発行

我孫子市我孫子版

vol.954～956
36,900部
毎週金曜日発行

野田市野田版

県内
総発行部数

103,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.106

60,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・京都府木
津川市・精華町・京田辺市
・大阪府四条畷市田原台vol.658

奈良・
けいはんな版

vol.150
57,500部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

37,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.126

県内
総発行部数

71,000部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

71,000部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度津
町（一部）・まんのう町
（一部）・琴平町（一部）
・善通寺市（一部）

vol.131

県内
総発行部数

40,180部
県内発行
媒体数

1誌

高知県

県内
総発行部数

102,500部
県内発行
媒体数

2誌

福岡県 先月より200部増

vol.142
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.170
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

40,180部
22日発行

南国市
香南市・香美市vol.125

県内
総発行部数

158,700部
県内

世帯到達率

66.5％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.162
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

県内
総発行部数

148,150部
県内発行
媒体数

2誌

佐賀県 先月より103,650部増

vol.135
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

106,000部
県内発行
媒体数

2誌

広島県

vol.25
41,000部
20日発行

廿日市市

103,650部
月末発行vol.468

佐賀市

vol.19
65,000部
25日発行

福山市

vol.1214
100,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

枚方・交野版

府内
総発行部数

350,000部
府内発行
媒体数

3誌

大阪府

150,000部
第4金曜日発行

枚方市・京都府八幡
市・京田辺市

守口・門真版

vol.1251

寝屋川・枚方版 100,000部
第4金曜日発行

寝屋川市・枚方市・
四條畷市

県内
総発行部数

64,000部
県内発行
媒体数

2誌

和歌山県

vol.119
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.25
24,000部
20日発行

橋本市・かつらぎ町

最終火曜日とその
2週間前の木曜発行

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.106

26,610部
第3金曜日発行

豊明市
vol.122

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.270
45,000部
25日発行

半田市

vol.162

vol.26
35,000部
第４金曜日発行

蒲郡市
額田郡幸田町

62,000部
第3金曜日発行

刈谷市・知立市
vol.17

vol.51
62,300部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.66
40,300部
第3金曜日発行

安城市

vol.67
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

60,100部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

vol.170
35,510部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.138

vol.110
66,400部

末日発行
清須市・あま市

vol.315
208,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.94
59,900部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

vol.162
60,600部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.144
58,250部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

海部・津島版

vol.17
67,200部

末日発行
名古屋市西区・北区西区・北区版

岩倉・北名古屋版

江南・大口・扶桑版

一宮・稲沢版

清須・あま版

vol.159
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.191
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.221
104,229部

28日発行
津市

vol.216
73,465部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.130
20,700部
25日発行

志摩市

県内
世帯到達率

50％以上
県内

総発行部数

322,166部
県内発行
媒体数

5誌

滋賀県

vol.232
56,900部
25日発行

長浜市・米原市

vol.257
69,167部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.187

76,199部
25日発行

【近江八幡版】
35,408部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,791部

【東近江版】
東近江市

vol.241
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.181
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

県内
総発行部数

624,909部
県内

世帯到達率

80.4％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.246
70,740部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

vol.227

124,133部
28日発行

【北部版】
59,143部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

vol.1880
138,470部
第3または第4金曜日発行

横浜市青葉区・緑区
・都筑区・川崎市宮
前区

田園都市版

vol.1880
134,740部
第3または第4金曜日発行

川崎市中原区・川崎
区・東京都大田区・
品川区

川崎東・大田区版

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

35,000部
20日（年4回）発行

東かがわ市・さぬき市

vol.297
57,000部

最終金曜日発行

豊橋市・豊川市・田原
市・蒲郡市・新城市・
静岡県湖西市

愛知県

香川県

『地域みっちゃく生活情報誌®』設置版・季刊発行等

100万部以上！

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.78
32,000部
25日発行

宮古島市

100万部以上！

100万部以上！

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への

広告出稿の見積作成、
問い合わせが可能！

HAPPY MEDIA
GUIDE

情報誌見積サイト

サ
イ
ト
で
今
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！

サイズ別料金が知りたい！
見積もりが今スグ欲しい！
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【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

みやぎ版／25,000部
群馬版／57,000部
埼玉東版／25,000部

ちば（中部版）／50,000部
ちば（北西部版）／50,000部
岐阜版／57,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

クーポンアプリ
「フリモ」

フリーマガジンに掲載している
クーポンがスマホの中に！切り取ら
なくてもスワイプで簡単に使える！

アルバイト・パート・中途・新卒・派遣等、
あらゆる雇用形態に対応した総合求人メディア『Workin』

「講演会インフォ」

※ダウンロード数 571,054件
　（2026年8月20日現在）

Chuco Works

巻頭特集から生まれる地域の一体感

地域全体で若者を後押し！「まちは、君の応援団だ。」

　2017年4月から毎月書き続けてきた編集後

記。当時123誌・700万部だった規模は、9年5カ

月を経て、現在では170誌・1,190万部（1.7倍）

へと成長しました。

　「紙媒体はオワコン」と言われて久しいですが、

その逆風下でも成長を続ける『地域みっちゃく

生活情報誌®』は、まさに稀有なブランドです。道

は平坦ではなく、休刊を余儀なくされた媒体もあ

れば、復活を遂げて愛される媒体も。これは不易

流行の精神で「紙への愛」と「こだわりを捨てる

勇気」を両立させる挑戦の歴史です。

　こうした歩みや、地域・顧客と共に起こしたイ

ノベーションをより深く伝えるため、『中広報』

は10月よりリニューアルいたします。情報誌の

発行タイミングに合わせ、私たちの地域にかけ

る熱量を、仕事の舞台裏を通して皆様にお届け

できれば幸いです。

（広報・マーケティング　岡本）

編集後記

価値ある情報発信で読者の行動を生みだす

【配布先】
【 仕 様 】
【発行エリア】

高校
冊子A4 オールカラー
山形県、群馬県、岐阜県、愛知県、三重県、
滋賀県、鳥取県、福岡県

進路選びを応援する
高校生のための就職応援メディア『Start！』

地域みっちゃく
生活情報誌®

地域みっちゃく
生活情報誌®

N0.152部署だより

FM事業部
 『mintoup』編集室

▲ 『mintoup』編集室のスタッフ

　『mintoup』は、岐阜県瑞穂市･本巣市･北方町･

大野町の2市2町のエリアで発行している『地

域みっちゃく生活情報誌Ⓡ』です。利便性が高く

ベッドタウンとして発展を続ける瑞穂市、淡墨

桜など雄大な自然を誇る本巣市、コンパクトな

がら都市機能が充実する北方町、美しいバラと

古墳の町として知られる大野町　　。都市の便

利さと心安らぐ風景が共存する、絶妙なバラン

スが、このエリアならではの魅力です。

　住みやすさゆえに「いつもの風景」になりが

ちな街並みだからこそ、私たち編集室のメン

バー4名は、そこに隠された“新しい発見”を探

し続けています。新しくオープンした素敵な店

舗から、週末の家族のお出かけ先、家計にうれ

しいお得な情報まで、読者の皆さまに「今日の

暮らしにすぐ役立つトピックス」をお届けして

います。

　これからも、何気ない毎日がちょっと特別に

なるような、この街での生活がもっと楽しくな

る情報発信に全力で取り組んでまいります。

（mintoup編集室･矢島）

地域の採用課題解決へ記事広告をシリーズ化

茨城県『月刊かしす』株式会社日宣メディックス

情報誌『ぱど』が第2創刊

サイズも中身も一新！より読まれて使われる誌面へ

地域みっちゃく
生活情報誌®

地域の魅力を再発見！地元で楽しむ夏の感動体験
　『桐生みどりフリモ』7月号（群馬県桐生

市・みどり市）では、「まちは、君の応援団

だ。」をテーマに高校生応援企画を実施し

ました。きっかけは、夏の高校野球で地域

の期待を集める桐生第一高校を巻頭特集

で取り上げたことです。チームを支える吹

奏楽部と応援団にスポットを当て、日々努

力する高校生の姿を地域へ届けました。

　まちの企業やお店には、「地元の高校生を一緒に応援しませんか」という切り口でご

提案。多くのクライアントから共感をいただき、地域全体で高校生を応援する企画へ

と広がりました。

　誌面にはクライアントからの温かいメッセージが並び、地域を思う心がしっかりと伝

わる内容となりました。読者からも「高校生の笑顔が眩しかった」「若者の活躍に期待

したい」といった声が寄せられ、地域で頑張る人を応援し、その思いを企業や読者につ

なぐという、情報誌の役割を改めて実感できる企画となりました。

（桐生みどりフリモ編集室・新島）

50万
ダウンロード
突破！

ゲスト講師、タレント選びからイベ
ント企画立案、当日の運営までサ
ポートするネットワークサービス
【登録講師数】
【年間実施件数】

7,000名
400件以上

【設置先】

【 仕 様 】
【発行時期】

【発行部数】県内広域のスーパー・ショッピン
グモール・コンビニ・駅・大学など
冊子AB版 オールカラー
隔週（月・火）※山形月一

青森版／12,000部
秋田版／12,000部
岩手版／12,000部
宮城版／33,000部

富山版／12,000部
石川・福井版／12,000部
山形版／12,000部

一点一画に魂を込め、新たな視点で魅力を発信

第72回名古屋まつりポスター制作・広報を受託

ポスター

　『こんきくらぶ』7月号（滋賀県彦根

市他）では、今年4月にオープンした注

目の宿泊施設「KOMOREVILLAGO

（コモレヴィラーゴ）」を表紙・巻頭特集

で掲載。琵琶湖畔まで徒歩約30秒と

いう絶好のロケーションや、愛犬と過

ごせるプライベートドッグラン、地元の

旬を味わうアウトドアクッキングなど、

地域ならではの過ごし方を魅力たっぷりに紹介しました。

　次ページでは、連動企画「日常を飛び出せ！ココロオドル夏の感動体験」を展開。

身近で非日常を味わえるスポットを紹介し、お出かけのきっかけをつくりました。

　発刊後、読者からは「近場にこんなに素敵な場所があるとは知らなかった」「夏休

みのお出かけの参考にしたい」といった声を多数いただいております。外出を促し

健康維持や地域の活力を高めるという編集室の思いが届き、地域の魅力を再発見・

創出する情報誌の役割を果たせた成功事例となりました。

 （こんきくらぶ編集室・入野）

　『月刊かしす』の発行エリア、茨城県鹿行地域は

BtoB企業が多く、一般消費者との接点が少ない

ため、優れた企業でも知名度が上がりにくく、採用

活動が課題となっています。そこで本企画では、

「働く人」の視点から企業の魅力を発信。編集ス

タッフが職場を取材し、若手社員へのインタ

ビューのほか、仕事内容や福利厚生、資格取得支

援制度などを分かりやすく紹介しました。

　掲載企業からは「社員の自然な表情や社風が伝

わり、採用活動にも活用できる」と高評価をいただきました。読者からは「地元の優良企業を知れた」

「働く人の声が参考になった」「会社説明会に参加した」といった反響が寄せられ、地域企業の認知向

上と採用ブランディングに貢献した企画となりました。

▲『月刊かしす』8月号の企画誌面

　『ぱど』では今回、判型をAB5判か

らA4サイズへ変更するとともに、表

紙1面の広告枠を廃止。新たに巻頭

記事を導入し、読者やクライアント

ご自身に誌面へ登場いただく企画

も取り入れております。狙いは「より

読まれる誌面」を実現し、さらなる反

響につなげることです。

　リニューアルにあたっては、クライアントの皆様へ丁寧な対話を重ね、温かいご理

解とご協力をいただきながら、無事に発刊を迎えられました。デザイン面では、中広

グループに協力を仰ぎ、クリエイティブチームによる的確なアドバイスと、制作システ

ムの導入サポートにより、質の高い誌面づくりを実現できました。

　おかげさまで読者からは好評で、誌面の見やすさや親しみやすさについて多くの

喜びの声が寄せられているほか、その反響がクライアントの満足度にもつながってお

ります。今後はSNSとの連携も強化しながら、反響拡大に尽力してまいります。

（関西ぱど・渡邊）

第1四半期連結決算短信を発表
　8月7日に中広第49期第1四半期連結決算短信を開示しました。当期（2026年4月～6月）の売上

高は前年同期比15.4％増の3,057百万円と、第1四半期売上として初の30億円台となりました。ま

た、利益面では前年同期の赤字から一転、営業利益は78百万円、経常利益は88百万円、四半期純

利益は45百万円と、2期ぶりの黒字転換を達成しました。第1四半期として営業利益・経常利益が過

去最高利益となるなど、今期スローガン「50X」のもと、「ハイブリッド広告」の進化が実を結んだ好

調な滑り出しとなりました。    

（管理本部・倉橋）

日本最大級の踊りの祭典「どまつり」を応援
　名古屋の夏の風物詩「にっぽんど真ん中祭り（どまつり）」の開

催にあたり、当社は味の素AGF株式会社とどまつりが展開した

「熱中症対策プロジェクト」に深く共感し、祭り当日のブースで「ど

まつり2026限定デザインマイボトル」を販売しました。

　当社はこれまでも、名古屋が世界に誇る一大文化を未来へつな

ぐことを目的に、賛同企業として携わってまいりました。今年は近

年の猛暑に対する安全確保が急務と考え、マイボトル普及を通じ

たこまめな水分補給の啓発と、使い捨てプラスチック使用量削減

による環境負荷低減を同時に目指しました。  

（広報・マーケティング　岡本）

熱中症対策として塩分タブレットを配布
　昨今の気候変動に伴う地球沸騰化や連日の酷暑を受け、環境省や気象庁より熱中症への警戒が

呼びかけられています。当社では持続可能な事業継続と従業員の安全・健康確保を経営の最優先事

項と捉え、熱中症対策の一環として、全社員への塩分タブレット等の配布を実施しております。

　当社の社是「人が命、人が宝、人が財産」が示す通り、当社の事業を支える要は、従業員そのもので

す。従業員一人ひとりが安全にパフォーマンスを発揮できるよう、適度な水分・塩分補給の徹底およ

び適時な休憩の取得を組織全体で推進しています。

　今後も現場環境の改善や徹底したリスク管理を通じて、従業員が安心・安全に働ける環境整備に

努めるとともに、ステークホルダーの皆様へ安定した価値を提供してまいります。   

（管理本部・後藤）

　第72回名古屋まつりのポスターデザイン、広報業

務を受託しました。

　筆と墨で力強く描かれた名古屋城と三英傑　　。筆

の流れや表情を生かした表現で、見るたびに新しい発

見と驚きが生まれるビジュアルとしました。また、背中

で語る三英傑を、今までにないアングルから捉え、その

存在感と物語性を新たな視点から表現しています。

　筆をふるうのは、世界を魅了する書道アーティス

トの原愛梨さん。その名を世に轟かせた三英傑が語

り継ぐ名古屋まつりの魅力を、世界基準の表現力で

伝えます。また、お気づきでしょうか。サプライズのある仕掛けがあります。名古屋

城、金鯱、三英傑をぜひじっくりとご覧いただきお楽しみください。

　9月初旬頃から、鉄道や駅、百貨店、空港、行政施設など、市内各所に掲出し、名古

屋まつりをPRします。10月17日（土）・18日（日）はぜひ、第72回名古屋まつりにお

出かけください。

（中部プロモーション部・尾関、山口、奥富）

https://kouenkai.info/
https://apps.apple.com/jp/app/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%A2-%E3%81%8A%E5%BE%97%E3%81%AA%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%B3%E3%82%92%E6%8E%A2%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA/id1559537559


https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=37c95a17c2041b0a486f4745ca5a189e

